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武豊町議会議長 石川 よしはる 殿 

武豊町議会議員 南 賢治 

一 般 質 問 の 通 告 に つ い て  
令和８年第３回武豊町議会定例会において、次のように質問したいから通告します。  

質 問 事 項 質問の要旨(具体的にご記入願います) 

１ .中央公園や

施設の有意義な

活用について 

【趣旨説明】 

本町のまちづくりと施設運用について、町民から寄せられた切実な声を

もとに質問いたします。 

 

まず、公園整備の在り方についてです。 

本町の武豊町中央公園は、防災避難所としての機能が重視されている反

面、景観が殺風景であり、「町民の憩いの場」や「緑豊かな緑地公園」、あ

るいは「健康増進の拠点」としての魅力が薄く、避難施設としての印象が

強すぎると感じられています。 

近隣自治体に目を向けますと、東海市の「しあわせ村」や「大池公園」、

知多市の「佐布里池公園」「旭公園」、常滑市の「高砂山公園」「小脇公園」、

東浦町の「於大公園」、大府市の「大倉公園」「あいち健康の森公園」など、

各市町が都市緑化と住民の利便性を両立させ、家族連れが休日を一日  

中楽しめる魅力的な空間を創出しており、非常に羨ましいとの声が上が

っています。 

特に、東浦町の於大公園では、バーベキュー施設の整備やキッチンカーの

誘致など、時代のニーズに合わせた取り組みが行われており、活気に溢れ

ています。 

 

一方で、本町の状況を見ますと、別曽池公園、自然公園や運動公園などは、

自然環境は豊かであるものの、一部で見通しが悪く、防犯面でも散歩して

いると犯罪に巻き込まれるのではないかと言った、不安を感じるという

声も届いています。 

「町内の公園を、もっと明るく開放的で、安心して散策を楽しめる空間に

できないのか」という疑問は、本町の都市計画や観光施策の在り方にも直

結する課題です。本町は財政的に困窮している状況ではなく、中途半端な

整備に留めるのではなく、町民が誇れる「住み良いまちづくり」をより力

強く推進すべきと考えます。 

 

次に、「ゆめたろうプラザ」の運用についてです。 

現在、当施設ではクラシック音楽や伝統芸能の公演が中心であり、内容が

専門的かつ保守的すぎるのではないかとの指摘があります。FM 愛知など

のメディアを通じた広報も展開されていますが、集客力と収益性を高め、

より幅広い世代、特に若い世代を惹きつけるためには、ポピュラー音楽や

人気アーティストの招聘など、柔軟で多角的な興行戦略が必要です。 

現状の運営方針と、町民が期待するニーズとの間に乖離が生じているよ

うであれば、解消すべきではないでしょうか。 

 

以上、町民の利便性向上と町外からの集客、そして「選ばれる町」として

の魅力創出の観点から、以下質問いたします。 

 



【質問事項】 

①  中央公園において緑化推進や健康増進など、町民が、家族で憩い

の公園として有意義に活用できるような事を考えた公園づくりは

考えられないか。 

②  町民のレクリエーション需要に応え、賑わいを創出するため、町

内の公園へバーベキュー施設を導入する考えはないか。 

③  別曽池公園や自然公園等の利用促進を図るため、防犯面の不安を

解消する環境整備や、老朽化した施設の更新・充実に向けた施策

を検討できないか。 

④  中央公園をはじめとする公共施設において、キッチンカーの誘致

やイベント開催など、集客力向上と地域の活性化に繋がる積極的

な施策を展開する考えはないか。 

⑤  ゆめたろうプラザの事業運営において、若年層をはじめ幅広い世

代の集客を図るため、従来の枠にとらわれず、ポピュラーな芸能

人やアーティストを起用した企画を取り入れることはできない

か。 

 

 


